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令和４年度 第１回庁議概要 

 

１ 開催日：令和４年５月３１日（火）１４時１５分～１４時３０分 

２ 議事概要：以下のとおり 

  （●議題提出部局説明・回答、☆意見・質問） 

 

 

議題１ 優先調達の推進について 
 
●松崎障がい福祉課長（資料１－１、１－２、１－３に基づき説明） 
 優先調達推進法に基づき、県では毎年調達方針を策定し、障害者就労施設等への優
先的な調達に全庁的に取り組んできている。令和２年度は目標７，８００万円のとこ
ろ、皆様のご協力により、１億１千万円を超える実績となった。令和３年度について
は、実績を集計中だが、目標８千万円のところ、令和４年１月時点で７，１００万円

余りと、目標達成できる見込み。 
 令和４年度の調達方針としては、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う厳し
い経済情勢の中、障害者就労施設等においては、軽作業等の発注や販売機会の減少な
どにより、生産活動等に深刻な影響が生じており、非常に厳しい状況が続いている。 
 こうした状況や、これまでの調達実績等を踏まえ、目標額を８，２００万円以上と
したい。 
 調達方針の基本的な考え方として、障害者就労施設等及び障がい者雇用促進企業等
への発注拡大、公平性・競争性への確保、障害者就労施設等における受注体制の向上
支援に努めるものとし、県の全機関において取り組むものとする。 
 障害者就労施設等、障がい者雇用促進企業、社会的事業所を対象として年間見込み
に基づく計画的な調達、随意契約の積極的な活用、食料品、清掃など多様な分野にお
ける優先調達の活用の検討をお願いしたい。また、新型コロナウイルス感染症対策と
してデータ入力などのＩＣＴ業務や、調査表などの印刷などについても優先調達の活

用を検討していただくとともに、障害者就労施設の受注等を仲介する共同受注窓口も
積極的にご活用いただくようお願いしたい。 
 資料１－３については参考。 
 

●中村子ども・福祉部長 

新型コロナウイルス感染症の影響だけでなく、燃料高等の影響もあり、障がい者就

労施設は厳しい状況にあるので、ご協力お願いしたい。 

 

☆一見知事 
 全庁的に優先調達に努めてほしい。 


